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平成１８年 ５月 １日

学校だより

５ 月 号
横浜市立上中里小学校

校 長 坂 田 映 子

花びらは散る 花は散らない

八重桜がいよいよ散り、チューリップは花びらを地に落としています。代わりに５月の花「サ

ツキ」が盛りを迎えています。４・５月は、なんといっても生命の息吹くときです。冒頭の 「花、

びらは散る 花は散らない」という意味は、花びらが散っても実は残り、次の命を生み、また生

命をつないでいくということにほかなりません。この命がなければ花びらの姿もないのです。禅

問答のようですが、その散らない花をわたしたちがどれだけもてるか 「何が尊いのか」につきる、

ことになると思います。花の命は短くて本当に儚いものです。しかし、その水仙の香りや桜の花

びらに、わたしたちはどれだけ癒されてきたことででしょう。

自然への感受性や美意識は理屈で教わらなくても自然に体の中に入っていきます。そういった

ものほど「尊い」ものが多いように思われます。同じように、子どもたちは、大人の振るまいや

言葉遣い、マナーなどを自然に身につけていきます。大人たちがどんな仕草をし、どんな生き方

をしているか、毎日のようにその影響を受けています 「教えなくても身に付いていくもの」その。

ことがどれだけ尊いかを、わたしたちは忘れてはならないと思います。

さて、学校は 「さわの里小学校」の学校デザインや設計に着手しました。３月に氷取沢・上中、

里両小学校の学校説明会でお示ししたとおりの計画が始まっています。６月には、設計・工事計

画ができますので、そのあらましを両校にお届けする予定です。

また、両校の子どもたちの交流学習が始まりました。１年生は友だちづくりをしました。５年

生は稲作をするために氷取沢へ田おこしに出かけました。個別支援学級の子どもたちは、一緒に

氷取沢の池でオタマジャクシをすくいました。楽しい学習が繰り広げられています。５月は両校

の大運動会が開かれます。お互いに招待状をつくったり、演技種目を考えたりと、子どもたちも

大忙しです。多くの友達を得ていくこの一年間がどれだけ尊いか、きっと自然に分かっていくこ

とでしょう。

「いっぱいともだちをつくりなさいね。」「ともだち何人できたかな。」

と、みなさんからも声をかけてあげてください。
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行 事 予 定
【２００６年】

行 事 予 定日 曜

１ 月

安全訓練（保護者引き取り）２ 火 朝会

憲法記念日３ 水

国民の休日４ 木

こどもの日５ 金

６ 土

７ 日

８ 月 氷取沢小学校との合同児童会運営委員会

９ 火 朝会「ウェルカム集会」

１０ 水

耳鼻科検診（１・４年、希望者）１１ 木

尿検査回収日１２ 金 委員会活動

１３ 土

１４ 日

内科検診（２・４・５年）１５ 月

内科検診（１・３・６年）１６ 火 音楽朝会

１７ 水

１８ 木

１９ 金 運動会準備（５・６年）

運動会２０ 土

運動会予備日（以降順延）２１ 日

２２ 月 運動会代休

２３ 火 朝会

学校説明会・ＰＴＡ総会２４ 水

（ ）２５ 木 学校づくり委員会 上小・氷小職員合同

６年日光修学旅行２６ 金

６年日光修学旅行２７ 土

２８ 日

６年代休 １年授業参観・懇談会２９ 月

３０ 火 代表委員会

特別清掃３１ 水

５月の生活目標

みんなの力を出し合おう

係活動 当番活動 委員会活動《

》運動会 修学旅行

☆安全訓練
保護者による引き取り訓練

児童が学校にいる間に「大規模地震に対す
る警戒宣言」が発令されたことを想定して訓
練を行います。

１３：４０～ 学級指導
１４：００ 引き取り訓練開始

～１４：４０

☆第３４回 運動会

心を一つにもりあがろう !!
ファイナル 上中里 オリンピック

テーマは児童会で考えました。上中里小学
校としては最後の運動会となります。全校で
力を合わせ、すばらしい運動会にします。

当日が雨天等で延期となった場合は、順延
といたします。

○前日準備
・午後、５・６年生と職員で行います。
・１～４年生は、午前授業で、１３時３０分
の下校となります。

１５：００～ 体育館☆学校説明会

３４年間にわたる本校の歴史の最後を締め
。くくる本年度の学校方針をご説明いたします

思い出多い学校の活動とともに、新しい学
校づくりに向けての取組を是非ご理解いただ
きたいと思います。多数ご出席ください。

☆ＰＴＡ総会

学校説明会に引き続き行います。

☆日光修学旅行

６年生は、歴史の重みと美しい自然に囲ま
れ、世界遺産としても貴重な日光へ修学旅行
を行います。歴史を旅し、よい勉強ができる
ことを期待します。

☆１年授業参観・懇談会

学校生活にもすっかり慣れてきた１年生。
元気いっぱいに過ごしています。この２ヶ月
間の成長ぶりをみてください。
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平成１８年度 横浜市学習状況調査がかわりました§１

学習状況調査（いわゆる学力テスト）が変わりました。生活意識調査といって勉強が好き

かどうか、睡眠時間はどれくらいかなどの調査も併せて行っています。テストは先週実施済

、 。 、みですが ねらいと結果と活用についてお示ししておきますので参考にしてください また

テストの結果は点数では示されませんのでご理解をお願いします。

＜ねらい＞

（１）市立小中学校児童生徒の学習状況について分析的・総合的に把握し、教育施策に活

用するとともに、児童生徒の学力向上に生かすことを目的とします （市の立場）。

（２）一人ひとりの状況をとらえ、自校の教科指導や教育評価の改善及び個に応じた指導

の充実に生かすことを目的とします （学校の立場）。

（３）児童生徒においては、学力向上のために自らの学習の状況をとらえ、学習の改善に

生かすことを目的とします （子どもの立場）。

＜結果と活用＞

子どもたちは 「確認票」を使って、自分の問題用紙を見ながら正当・誤答をチェックし、、

理解しているかしていないかを調べて、自分の学習の状況を振り返るようにします。保護者

の方々もその結果をお子さんと一緒に振り返っていただけたら幸いです。

人権教育推進協議会から考える§２

＜人権教育推進協議会の資料から先生方は多くのことを学びました＞

「わたし、間違って丸しちゃった」参考例

高学年の教室で算数の答え合わせをしていました。担任の先生がのぞくと丸が筆圧強く書いてあ

りました。式と答えを見ると見事に違っています。

「あれ、これ違っているよ 」。

「わたし間違って丸しちゃった 」。

「三つとも間違って丸しちゃったの？」

「わたし間違っちゃって丸しちゃったの 」。

同じことを言いながら、大粒の涙が出ていました。

「どうして丸しちゃったの？」

「こんなに間違っていると言われるのいやだったから 」。

担任の先生はドキッとしました 「いったい、いつ頃から間違っているのに丸していたの？」。

「３年生ぐらいから ・・・・ ・・・そうか・・・ 」」 「 。

※間違えたら友達に何か言われのではないかと不安で一杯です。間違いは、恥ずかしいことではあ

りません。 誰もが安心して認められ、学習できる環境が大切です。一人一人の思いが伝えられる

と一層の学 力が形成されていきます。学校も家庭も同じですね。

児童にかかわるセクシャル・ハラスメントについての相談窓口

校長 坂田 映子 養護教諭 鈴木 しのぶ 副校長 賀曽利 一之

直接または電話（ ７７３－１２１１ ）でどうぞ。
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始業式での「児童の言葉」新しい学年になって

学校づくり委員会

平成１７年２月より、上中里小学校と氷取沢小学校の教職員が一堂に会し、新校「さわの里小学校」

設立に向けて協議をしています。来年度の開校に向けて、事務的・技術的な面も大事ですが、何よりも

子どもたち同士が無理なくとけ込めるよう、１８年度中の様々な交流計画を中心に話し合いを進めてい

ます。夏休み前までの交流について、その一部をご紹介します。

「 」 、 。１年生 生活科 ともだちづくり 氷取沢小へオタマジャクシをもらいに行き 仲良しになりました

２年生 生活科「しゅっぱつ なかよしたんけんたい」 ６月

３年生 社会科「まちたんけん」 ７月～９月

４年生 理 科「生き物を調べよう」 ４月～

５年生 理 科「田植え」 ４月～

６年生 社会科「鎌倉歴史の道」社会科見学 ６月

個別級 生活単元 「公園遊び」 「カレーパーティー」

児童会 本校ロータリー改修あたり、子ども考える活用デザインをワークショップとして検討

運動会 ５月に行われる両校の運動会に招待しあい、それぞれで交流種目を取り入れます。

【 】氷取沢小学校の運動会 ５月２７日（土）

スクールカウンセラーの訪問日

○日 時 平成１８年５月１２日（金） ９：００～１１：００

○場 所 視聴覚室

お気軽にご相談ください
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